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【支部情報】 

1） 『第 8 回日本プライマリ・ケア連合学会中部ブロック支部学術集会』  

2019 年 11 月 24 日（日） 場所：名古屋大学医学部鶴友会館 2 階大会議室  

 テーマ：「進めよう、広げようプライマリ・ケアの可能性」 

 雨天が続く中、奇跡的にも天候に恵まれ多くの参加者に来ていただきました。 

 一般演題：、①静岡家庭医養成プログラムの秋田美穂先生からは終末期の意思決定支援において、本人・家族に 

寄り添う中での自己の成長、②静岡県立総合病院佐藤文先生からはポリファマシー症例における薬剤適正化を通し

たＥＢＭ的手法の紹介、③永平寺町立在宅訪問診療所の新野保路先生からは医療系学生への地域医療・看護教育

の紹介、④名古屋徳洲会総合病院の坂本宜弘先生からが基礎医学と臨床医学の関係性と臨床研究の試み、以上の

発表と議論が、教育講演の講師である松島先生、紅谷先生も交えて行われました。  

 教育講演①：「診療現場から始まるプライマリ・ケア研究」の演題名で、東京慈恵会医科大学松島雅人先生から、お

話いただきました。プライマリ・ケアにおける研究の特徴や手法、最近のリサーチの対象（弱者とされる方々など）やリ

サーチネットワークのこと、何より先生がご指導された「臨床医」の疑問から英文ペーパー作成までの道のりを多数紹

介していただいたことは私たち会員の励みになりました。 

 教育講演②：「地域医療からまちづくり、文化づくりへ～小児在宅医療、人生会議、ポジティヴヘルス～」の演題名で

オレンジホームケアクリニックの紅谷浩之先生から、福井大学の救急医療の研修を出発点に、診療所の経験を通して、

小児在宅において本人、家族、地域がつながることやＩＣＦの重要性、人生会議で意志が揺れることの意味や「あえて

揺らしてみる」こともあること、最近は健康、ポジティヴヘルスにいたった過程等をお話いただきました。 

 思った以上に一般演題も充実し、欲張りな企画の中、非常に厳しいスケジュールでしたが、ご了承いただいた座長、

演者、講師の先生方に感謝申し上げます。 

 また中部ブロック内外から集まった多くの参加者の皆様、支部長の伴信太郎先生、午前中の企画の担当の皆様、裏

方をしていただいた名古屋大学総合診療科他の皆様に感謝申し上げます。 
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2） 『中部ブロックポートフォリオ発表会＊2020』 

2020 年 3 月 7 日（日）  場所：名古屋大学医学部鶴友会館 2 階大会議室 

 

●岐阜県 

【報告】 

１）第 43回岐阜プライマリ・ケアカンファレンス 

日時：2019 年 9月 6日（金）19：00～21：15 

会場：長良川国際会議場 

講師：中濃厚生病院副院長・呼吸器内科部長 安田憲生先生 

「重症喘息に対する診断および治療戦略－市中病院における喘息診療の現況－」 

岐阜大学大学院医学系研究科循環病態学分野 教授 大倉宏之先生 

「なぜ心臓病はみのがされるのか？心電図と心エコー図の上手な使い方」 

参加者：研修医 48名、指導医 30 名 

  

 

２）総合診療スキルアップセミナー 

日時：2019 年 4月以降不定期で開催、9月からは 9回開催しました。 

会場：岐阜大学医学部附属病院総合診療部外来 

講師：総合診療指導医・専攻医 

内容：症例に基づく臨床推論 

参加者：各回 3～6名 

 

３）第 1回ジェネふらセミナーin 岐阜「君たちはどう生きるか～総合診療医編～」 

岐阜県地域医療研修検討会の主催で，岐阜大学のぎふ医療ケアサークルの学生の皆さんと共に，学生を対象とした

総合診療セミナーを立ち上げました！「ジェネラリスト」と「ふらっと」を掛け合わせた冠名には，総合診療に興
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味がある人はもちろん，ない人も誰でも気軽に立ち寄れるセミナーになってほしいという想いが込められています．

その記念すべき第 1回を以下の概要で開催しました． 

日時:2019年 11月 16日（土）13:30～18:00 

会場:じゅうろくプラザ 

対象:全国の医科学生(学年問わず) 

主なプログラム： 

➀総合診療総論 

・揖斐郡北西部地域医療センター 菅波祐太 

②総合診療医というキャリア 

・豊田地域医療センター 総合診療科 久賀孝郎先生 

・区立台東病院 総合診療科 田邉紗代先生 

・シティ・タワー診療所 島崎亮司先生 

③ワールドカフェ 

④懇親会 

  

当日は，20名の医学生に加え，11 名もの医師に講師としてご参加いただき，大変楽しく，濃密な時間を過ごすこと

ができました．今後，継続的な開催を予定しておりますので，引き続きご支援，ご協力のほどよろしくお願いいた

します！（文責：菅波祐太 揖斐郡北西部地域医療センター） 

 

４）第 3回岐阜県総合診療セミナー・第 2回日本プライマリ・ケア連合学会岐阜県支部地方会 

日時：2019 年 11月 2日（土）15：00～17：00 

会場：医療法人かがやき 総合在宅医療クリニック 

講師：亀田総合病院総合内科 医長 竹之内盛志先生 

「[IKIGAI & Problem lists]な外来と ACP/人生会議」 

参加者：11名 
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【予定】 

１）第 44回岐阜プライマリ・ケアカンファレンス 

日時：2020 年 2月 28日（金）19：00～21：00 

場所：長良川国際会議場 

講師：未定 

 

●三重県 

【報告】 

１）第４回訪問薬剤に関する研修会を開催 

日時：2019 年 10 月 4 日（金）  

会場：三重県立一志病院 

 

4 回目となる訪問薬剤業務に関わる薬剤師の研修会を県立一志病院で行い、約 30 名の方に参加いただきました。 

今回は、長野県南佐久郡で NPO 法人「縁」を立ち上げられた岩下誠先生をお招きし、「過疎地域における薬剤師の役割」に

ついて講演いただきました。地域の中で薬剤師としてどのような活動をしているか、事例を交えて紹介していただきました。

医師との協働の在り方、薬剤師としてのやりがいなど非常に勉強になる内容でした。 

その後のグループワークでも活発な意見交換や質問があり、楽しい研修会となりました。 

 
 
２）第６回家庭医療・総合診療セミナーを開催 

日時：2019 年 10 月 1 日（火）18：30～20：00 

会場：三重大学医学部先端医科学教育研究棟 2 階 基礎第１講義室 

演者：井階友貴 先生（福井大学医学部地域プライマリケア講座 教授） 

題目： 「赤ふん坊やがまちを元気にする～これからの地域包括ケアのカタチ～」 
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３）第７回家庭医療・総合診療セミナーを開催 

日時：2019 年 11 月 5 日（火）18：30～20：00 

会場：三重大学医学部先端医科学教育研究棟 2 階 基礎第１講義室 

演者：若林英樹 先生（三重大学医学部附属病院総合診療科 講師） 

題目：「地域医療における家族志向型ケア～臨床のコツから研究の応用まで～」 

 

生活習慣病、感染症、メンタルな不調を、介護、終末期など、地域医療で取り扱うさまざまな 健康問題において、「家族」が

鍵になっていることは少なくありません。 

その家族に対して、家族療法をベースに、どのように見立て、関わるのか、また、そのようなアプローチに関するエビデンス

があるのか。 

 

４）第１回ジェネラリスト「裏」講義-講義では伝えきれない 12 の課外授業-を開催  

日時：2019 年 11 月 19 日（火）18：30～19：30 

会場：三重大学医学部家庭医療学 医局 

演者：谷崎隆太郎先生（市立伊勢総合病院） 

テーマ：インフルエンザ診療の闇 

 

【予定】 

１）第８回家庭医療・総合診療セミナーを開催予定 

日時：2019 年 12 月 2 日（月）18：30～20：00 

会場：三重大学医学部先端医科学教育研究棟 2 階 基礎第１講義室 

演者：竹村洋典 先生（東京医科歯科大学大学院 全人的医療開発学講座総合診療医学分野 教授） 

題目：都市部の総合診療 

 

２）第９回家庭医療・総合診療セミナーを開催予定 

日時：2020 年 1 月 7 日（火）18：30～20：00 

会場：重大学医学部先端医科学教育研究棟３階 多目的講義室 

演者：宮﨑景 先生（みえ医療福祉生活協同組合 高茶屋診療所 所長） 

題目：地域における医学教育－理論（地域基盤型医学教育）に基づく診療所での実践— 

 
３）第１０回家庭医療・総合診療セミナーを開催予定 

日時：2020 年 2 月 4 日（火）18：30～20：00 

会場：三重大学医学部先端医科学教育研究棟 2 階 基礎第１講義室 

演者：後藤道子 先生（三重大学大学院医学系研究科 臨床医学系講座 家庭医療学分野 助教） 

題目：質的研究におけるインタビューを考える 

 

●静岡県 

【報告】 

1） 『第 8 回日本プライマリ・ケア連合学会中部ブロック支部学術集会』  

静岡県支部としては前記の中部ブロック支部学術集会の主管を行いました。ありがとうございました。 
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２）各地の話題 静岡県立総合病院より 

第 17 回 慢性期医療を考える会 

日時：令和元年 11 月 18 日(月) 19:00～ 場所：もくせい会館(静岡市葵区) 

参加者：99 名 

一般演題 看護小規模多機能型居宅介護について 

     演者：ぱるす看護小規模多機能型居宅介護管理者 松下みどり先生 

特別講演 多職種で支えるエンドオブライフケア 

     演者：医療法人社団悠翔会理事長・診療部長 佐々木淳先生 

内容：看護小規模多機能型居宅介護は平成 27 年度に名称変更された新しいサービスだが、看護が加わることによっ

て在宅酸素，血糖測定，経管栄養，吸痰処置，点滴などの幅広いニーズに居宅に近い環境で対応が可能になること

が実例を交えて紹介された。特別講演では、高齢者医療では過度な薬物療法や栄養制限などの「治す医療」は弊害

が大きく、低栄養の是正やリハビリ，アドバンス・ケア・プランニング等を中心とした「支える医療」への転換の必要性を

幅広い経験をもとに講演された。 

 
【予定】 

１）第 8 回静岡プライマリ・ケアフォーラム 

（令和元年度第 1 回日本プライマリ・ケア連合学会中部ブロック静岡県支部地方会） 

～これからの地域医療を見すえた総合診療のちから～  

日時：令和 2 年 2 月 15 日（土）13:30～17：00 

場所：静岡駅前会議室 B 館３０１号室 JR 静岡駅徒歩 2 分 

講師：市立福知山市民病院研究研修センター長兼総合内科医長 川島 篤志先生 

 

●富山県 

【報告】 

１） 総合診療講演会 多職種で担う地域医療の変革～沖縄離島から島根山間部へ！プライマリ・ケア医の挑戦～  

講師 雲南市立病院 地域ケア科 部長 太田龍一先生  

日時：2019 年 9月 27 日（土） 18：00－19：30 会場：富山大学附属病院 

病院のみならず地域へと足を運んでおられる太田先生から、離島勤務時の症例や、看護師、PT/OT、ケアマネジ

ャー、病院事務、ヘルパーなど患者さんに関わる多職種との連携・研究についてご講演いただいた。 
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２) 第 16回北陸総合診療懇談会・第 9回総合診療ってこんなん会 

講師：信州大学医学部附属病院 総合診療科 特任教授 関口 健二先生 

厚生連高岡病院 総合診療科 部長 狩野 惠彦先生 

JCHO若狭高浜病院 整形外科 医長 海透 優太先生 

富山大学附属病院 総合診療部 診療助手（現、富山プライマリ・ケア講座客員助教）黒田萌先生 

日程：2019 年 10月 5日（土） 会場：富山市まちなか総合ケアセンター 

午前の総合診療ってこんなん会では、「総合診療ってどんなお医者さん？」北陸で働く若手総合診療医の多様な

働き方の紹介があり、学生・若手医師たちは総合診療医のやりがい、研修・キャリアの具体的なイメージを得

ることができた。午後の北陸総合診療懇談会では、多様性をテーマに開催され、家庭医・総合診療医の様々な

プロフィールを紹介するコーナーとして、4人の先生方を北陸・長野県から招聘した。各講師からは臨床留学の

前後での経験や価値観の変遷、日本各地での臨床経験についての紹介があり、その後に家庭医/プライマリ・ケ

アの視点を含んだ 5 例の症例検討が行われた。40名の参加者にとって、総合診療・家庭医療の多様性と醍醐味

を味わえる貴重な機会となった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３）令和元年度 第 3回 とやまいぴー（とやま多職種連携教育プロジェクト） 

日程：2019 年 10月 19日 (土) 会場：あさひ総合病院 

5年間にわたり行ってきた IPEの研修会で、今回初めて「地域の専門家」として住民を迎えた。多職種の学生や

実務者も合わせ、約 70 名が参加した。「みんなで地域を支える」をテーマに、仮想症例について検討・意見交

換を行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【予定】 

１）2019年度 第 2回 とやま総合診療専攻研修 プログラム ポートフォリオ発表会 

日程：2019 年 12月 15日 会場：富山大学附属病院 
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●石川県 

【報告】 

能登地域総合診療強化研究会 クリニカルラウンド 

第 4 回クリニカルラウンド 

開催日：9 月 30 日（月）19 時から 20 時 会場：公立宇出津総合病院 参加者数：29 名 

講師：公立宇出津総合病院 石田 将路先生 テーマ：両肩痛と炎症反応上昇で来院された高齢女性の一例 

     

 

第 5 回クリニカルラウンド 

開催日：10 月 16 日（水）19 時から 20 時 会場：公立穴水総合病院  参加者数：34 名 

講師：公立穴水総合病院 水原 寛平先生  テーマ：せん妄と身体抑制 

 
 
第 6 回クリニカルラウンド 

開催日：11 月 28 日（木）19 時から 20 時 会場：公立宇出津総合病院  参加者数：33 名 

講師：訪問看護ステーション みなぎ 管理者 中村 悦子 先生  

テーマ：地域栄養ケアの実践～コミュニティナースの役割～ 
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【予定】 

第 7 回クリニカルラウンド 

開催日：12 月 12 日（木）19 時から 20 時 会場：珠洲市総合病院 

講師：珠洲市総合病院 須田 拓也先生  テーマ：未定 

 

第 8 回クリニカルラウンド（最終回） 

開催日：令和 2 年 1 月 20 日（月）19 時から 20 時 会場：公立宇出津総合病院  

講師：公立宇出津総合病院 村 宏樹先生 テーマ：未定 

 

●福井県 

【報告】 

１）実践×協働 健康のまちづくりアカデミー 第４期開講！ 

家庭医療専門医のコンピテンシーの１つである地域志向アプローチに通ずる「健康のまちづくり」。まちづくりを行う上で、

医学系研究科だけでなく、工学系（環境工学）、教育学系、社会学系の関与は重要です。福井大学では、大学の全学部

（工学部、教育学部、国際地域学部、医学部）の教員が「地域づくりコンソーシアム」を結成し、2016 年度より、全国の医

学部のみならず全学部の学生・専門職による広域多職種連携教育をもとにした通年制のセミナー「健康のまちづくりアカ

デミー」を開講しております。今年度も令和元年 9 月 14 日より、県内外から 17 名の学生・専門職等が参加し、特別講義

やワークショップ、まちなかでの実践を通して、福井県高浜町を舞台に健康のまちづくりを楽しく学んでいます。第１～３

期生や、たかはま地域☆医療サポーターの会の皆さんとの交流も進み、地域をケアする視点の学びを深めていただいて

います。 

http://www.kenko-machizukuri.net/academy/ 

 

２）ＴＯＹＰ大賞（旧・人間力大賞）２０１９で福井大学医学部地域プライマリケア講座の井階教授が会頭特別賞を受賞！ 

ＴＯＹＰ（The Outstanding Young Persons）大賞（旧・人間力大賞）は、環境、医療、経済、政治、科学技術、文化・芸術、

スポーツなどのあらゆる分野において、社会に持続的なインパクトを与えることのできる可能性を秘めた傑出した若者

（＝すごい若者）を発掘し、更なる活躍を期待して国民全体で応援する機運を広める顕彰です。この度、福井県高浜町で

地域の専門職、行政関係者、住民と共に、地域主体の健康のまちづくり・たかはまモデルを推進する、福井大学医学部

地域プライマリケア講座の井階教授が、ＴＯＹＰ大賞２０１９で、会頭特別賞を受賞しました。 

 

●愛知県 

【報告】 

1）『ACCEL 2019秋』 

日時：2019年 10月 27日（日）9:30-12:00 場所：名古屋大学医学部 会議室 1 

ACCEL（Attractive Conference on Collaborative and Elaborative Learning for Senior Residents）は、名古屋

大学総合診療科が主催するポートフォリオ（PF）の作成支援のミーティングです。年 4回開催。今回はで総勢 17名

の参加者でした。愛知県内より 3名の外部の先生方にもご参加いただきました。今年専門医を取得された高添 裕子

先生、豊田地域医療センターの今井 泰先生より研修のふりかえりと専門医試験対策を発表していただきました。 

 

今後の開催予定 

2020年 1月 11日（土）14:00-18:00 名古屋大学医学部基礎研究棟 1F会議室 1 

詳細を知りたい方や参加をご希望される方は、名古屋大学総合診療科 HP https://www.med.nagoya-u.ac.jp/general/accel/ も

ご参照ください。コアレクチャーの概要も参照いただけます。 

https://www.med.nagoya-u.ac.jp/general/accel/


日本プライマリ・ケア連合学会 中部ブロック支部 ニュースレター No.27（2019.12） 
すべての家庭医療・総合診療専門医プログラムの専攻医、指導医、多職種のオープン参加を歓迎します。また PC認

定医の受験や更新、専門医更新で PF 作成が必要な方も是非ご参加ください。詳細は下記アドレスにお気軽にご連絡

ください。 

連絡先：名古屋大学医学部附属病院総合診療科（担当：安藤友一） 

E-mail：u1ando@med.nagoya-u.ac.jp 

Tel & Fax：052-744-2951 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

＜支部運営についての情報＞ 

 各県の代表窓口は下記の方々です 

三重県；宮崎景、富山県；山城清二、石川県；吉岡哲也、岐阜県；森田浩之、愛知県；伴信太郎、       

福井県；林寛之、静岡県；北西史直 

 プログラム責任者の会中部ブロック代表；大杉泰弘（藤田保健衛生大学総合診療・家庭医療プログラム） 

 中部ブロックの活動に関するご意見等ありましたら下記までご連絡ください。 

木村 悦子（中部ブロック支部事務局）e-kimura@med.nagoya-u.ac.jp 

 


